
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

● 心肺蘇生トレーニングキットを市教委から借用し、人工呼吸の心

臓マッサージの方法を習得することをねらいとしている。 

● 最高学年として、災害時には地域のために貢献できるように心肺

蘇生の方法を学ぶ機会としている。 

● 「あっぱくんライト」を使用しての心肺蘇生法体験で子供たちが

正しい心肺蘇生の方法を学ぶことができた。 

● 体験の際どんな場面で必要な技能かを説明することで、将来は

地域に貢献する立場になりたいという児童の感想が見られた。 

● 最初はどこを押せばいいかわからなかったけど正しい場所を教

えてもらって心臓マッサージできるようになった。 

● もしもの時には、自分の手で人の命を救えるようになれると思い

うれしかった。 

第６学年 

心肺蘇生法体験 


